







































































2011）。Lalley and Miller（2007）は，ラーニングピラミッドが，書籍（Sousa, 
2001; Danielson, 2002; Drewes & Milligan, 2003）， 学 術 論 文（Wood, 2004; 
Brueckner & MacPherson, 2004; DeKanter,  2005），教師向けの教材（Boulmetis, 






















































































グピラミッドを紹介する際，Figure 1のような出典にある“Bethel, Maine” を
研究者の名前と紹介するものもあるが，これは，NTLの所在地であったメー
ン州のベセルを指しており，誤りである。最上部には，“PacifiCorp” という企





































































































記事や書籍で指摘され，誤った “神話” であると紹介するものも多い（e.g., 
Benjes-Small & Archer, 2014; Bruyckere, Kirschner, & Hulshof, 2015; Lalley & 





















にとって有効である（Eby, HerrelL, & Eby, 2006; Rosenshine. 1976; Adams & 
Engelmann, 1996）ことや，比較的背景知識の少ない社会経済的地位の低い子













角錐） と呼び，およそ50ページに及び，複数の論者が厳しく糾弾している （e.g., 
Subramony & Molenda, 2014）。そこでは先に挙げた数々のモデルに加え，数
字の出自や関係する人物もその来歴とともに紹介されている （詳しくは，論
文特集号，または，BetrusによるWebページ “The Corrupted Cone of Experi-
ence” （崩壊した “経験の三角錐” ） （2016） を参照のこと）。
　本論考では，数値に関する最も古い記載である “Journal of Education” の
1913年の記事を紹介し，論を進めたい。なお，原典はJSTOR上で閲覧する
ことができる （URLを引用文献に付した）。数値の原型と考えられるものは，
Haskell （1913） による “A good word for the Montessori method” （モンテッ
ソーリ法の薦め） と題されたモンテッソーリ教育の紹介の記事に登場する。モ
ンテッソーリ教育とは，1907年イタリア，ローマ市内のスラム街に開設され
た「子どもの家」 （Casa dei Bambini） におけるマリア・モンテッソーリ （Maria










モンテッソーリ法では， “doing” （行なうこと） がその最も鍵となる，と紹介し，




















Bruyckere, Kirschner, and Hulshof（2015）は次の二つの可能性を紹介してい




二は，Hoban, Hoban, and Zissmanの “Visualizing the curriculum, posited that 
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概念（知識）が生れるわけではない。
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